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Ⅴ アウトカム項目

京浜急行線「横須賀中央駅」より徒歩７分、１６号線沿いの６階建てビルの５、６
階にあり、小規模多機能型居宅介護事業所併設のグループホームです。駅からも近
く、家族が来訪しやすくて、入居者にとっても町のにぎやかさを感じることができ
る環境です。「和」を理念としたケアを考えています。
＜優れている点＞
開設以来続けてきた、地域との交流が様々に展開されおり、活気があります。近隣
の保育園との３ヶ月に一度の交流、小学校の災害訓練や餅つきへの参加、ボラン
ティアの歌、踊り、笛、尺八の楽しみ、町内会主催の祭礼の神輿の立ち寄り、民生
委員の見学会など、地域の人々の来訪の機会を増やし、相互交流が行われていま
す。また、中でも看取りの実績が十数例あり、職員への研修内容も深められていま
す。本人や家族だけでなく、職員へのグリーフケア（本人や家族の精神的苦痛の緩
和だけではなく職員の受けるものを含めた喪のケア）も実施されています。職員の
働くモチベーションを高めるとともに介護の力量を高めていっています。
＜工夫点＞
これまでも防災について町内会との地域協定の締結、年２回の防災訓練、地震や水
害訓練が実施されおり、更に職員の職務分担を具体的に表わした防災計画とマニュ
アルの作成が行われ、安心、安全への取り組みが進んでいます。

認知症対応型であるということを意識し、認知症ケアを生活の中に組み込み、よりそ
の人がその人らしく受け入れられていると思えるような生活ができるように心がけて
います。様々な症状のある利用者様方の共同生活の場であることから、個人を尊重し
つつ【和を持って尊しとなす】を理念に、ともに暮らすことに不自由をしないように
生活の場を取り持つことを大切にしています。そのため、職員へは認知症の症状につ
いての理解だけでなく、実際の場面で活用できる技術や考え方などの研修に取り組ん
でいます。年々利用者様の年齢や介護度が高くなっていき、共同でなにか作業などを
行うことも難しくなっていることに合わせて、業務内容やレクなどを個別対応に切り
替えるなど、柔軟な対応を大切にしています

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 小規模多機能併設グループホーム「和の里」横須賀中央

 ユニット名 ひまわり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

利用者様ご家族への参加打診を行い、
意見を参照することができるようにし
ています。現在はまだ参加実例はあり
ませんが、参加しやすいような発信の
仕方をしながら、地域の方だけでなく
利用者からも意見を貰えるようにしま
たいと思っています。

偶数月の第三木曜日の午後に近隣の町
内会館で開催しています。参加者は、
町内会々長、民生委員、地域包括支援
センター職員、市職員、協力医療機関
の医師などです。サービス提供状況の
報告や関係者からの行事日程説明、質
疑応答、意見交換を行っています。

運営推進会議に家族の参加が
実現していない状況です。事
業所のサービス状況を知る機
会であると共に、家族の意
向、要望を伝える良い機会で
すので、直接声をかけるなど
工夫し、参加を促すことも期
待されます。

施設運営に関してや判断に迷った場合
などは市の担当者の方へと相談をする
などして、連携するための関係性を保
持できるようにしています。

業務手続や更新手続きなどで職員が直
接訪問して必要な相談をしています。
運営推進会議には市職員の参加があり
ます。中学生の職業体験の要請にも協
力しています。地域のグループホーム
連絡協議会での交流があります。

近所のダンスサークルの定期的な来訪
や、隣接する保育園との交流を季節ご
とに行うなど、地域内での交流を安定
して持てるように働き掛けています。
地域の祭礼の際には施設の駐車場を休
憩所として提供し交流する場としてい
ます。

事業所は町内会々員となっており、回
覧板が回ってきます。地域の祭りやも
ちつき大会などの行事への誘いがあり
ます。近隣の保育園児が敬老会やクリ
スマスに来訪してくれたり、ダンス
サークルなど多くのボランティアの来
訪があります。地域住民の施設見学も
あります。

上記のような接点の際や、地域の方の見学
を幅広く受け入れ、その際に相談に乗るな
ど、認知症の方がどのような支援を必要と
しているか等を伝えるようにしています。
今後は施設側から地域住人に向けて発信で
きるようななにかを検討したいと思ってい
ます。

地域密着型サービスであることを念頭
に、実際のケアの中での判断に活かせ
るよう、【地域密着型】であることや
【共同生活介護】であることがどんな
ことなのかということを、ミーティン
グなどで話し合いすり合わせていける
ようにしています。

利用者、地域、職員の「和」を大切に
する理念で、「和」は円であり、互い
の間の「和」と捉えています。「行動
指針」に基づき、今この時に何が必要
かを家族から聞き取り、その内容を
ミーティングで検討し、研修で話し
合ってケアに繋げています。報連相を
徹底しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

ご意見ボックスの設置、並びに運営推
進会議への参加の呼びかけを行ってい
ます。その他、管理者やケアマネによ
るお電話での近況報告や面会時の職員
との会話などを共有することでニーズ
を引き出し、よりよい運営ができるよ
うに意識しています。

入口に意見箱を設置したり、家族の運
営推進会議への参加を募ったりしてい
ます。毎月郵送する便りに居室担当者
の手紙を同封し、近況を知らせていま
す。機会をとらえて声かけし、面会時
の家族の意見や入居者との会話、しぐ
さ、表情から意見や要望を把握してい
ます。

　

成年後見人がついている方などについ
ては、基本管理者やケアマネージャー
が対応しています。利用者様個人の状
況においてどういった範囲で制度を活
用しているのかについては、適時研修
をしたり周知することで職員も把握で
きるようにしています。

入居時に契約書類や重説の読み合わせ
を必ず行い、また疑問点などには随時
お答えするようにしています。書類の
改定時などには告知を行うとともに、
通常面会時やケアプラン更新時などに
も時間を設け、ご理解いただけるよう
にしています。

毎月のミーティングですべての職員か
らの意見を広い、利用者の尊厳と安全
について考える場を設けてケアに取り
組んでいます。玄関の施錠について身
体拘束適正化委員会にて検討会を行
い、どのような対策を取ることで施錠
しないで済むのか等意見を出し合って
います。

「身体拘束適正化委員会」を２ヶ月に
１回開催しています。また、フロア
ミーティングも毎月開催し、入居者一
人ひとりの状況や課題について話し
合っています。入居者の言動を否定せ
ず寄り沿うことを基本としています。
玄関の施錠は、安全第一に、様子を見
ながら対応しています。

毎月のミーティングにおいて、利用者
様への声掛けの仕方から具体的な支援
方法等、どういった行為が虐待になり
うるのか、虐待と考えられるのはどう
いった判断に基づくのかなどを共有
し、注意を払って目的のケアにつなげ
ています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

グループホーム協議会における研修会
などに参加し、他施設の状況や実施し
ている内容について知り、取り組めそ
うなものを現場に還元し実施してみる
などしています。

利用開始に至るまでに、ケアマネー
ジャを含めてカンファレンスを行い要
望を把握できるように努め、また入居
した最初は信頼関係の構築を優先し、
話しやすい関係を持つことで施設生活
に慣れていただけるように努めていま
す。

各職員の仕事に対する向上心や努力に
ついて、主任が把握し意見を広く払い
ながら管理者へ報告しています。管理
者はそれらを把握し、働きやすい環境
になるよう適時設備やシフト、人員配
置などについて検討し、対応や状況に
ついて職員へバックしています。

内部研修の内容を、その時に不足して
いる面であったり、補足したい部分で
あるところを行ったり、外部研修への
提示や管理者が受けてきた内容をまと
め直して内部研修するなど、職員の負
担を考えながら学ぶことができるよう
にしています。

普段から主任を通して意見や要望を管
理者に繋げたり、ミーティング時や年2
回の面談時などに個別で意見を聞く機
会を設けるなどしています。それらに
より現場において改善された実例もあ
ります。

毎月のミーティングや毎日の申し送り
ノートで意見や要望が提出され、主任
が内容ついてフィードバックしていま
す。年２回管理者などによる職員の個
別面談を実施し、意見を聞く機会を設
けています。意見から入居者の事故防
止対策の改善例があります。

株式会社フィールズ



小規模多機能併設グループホーム「和の里」横須賀中央.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

可能な範囲で、ご家族様に協力を頂
き、馴染みのところへの外出や近隣の
方の面会受け入れなど関係維持のお手
伝いをしています。

近隣の知人友人が来訪しやすい雰囲気
づくりに努めています。家族との面会
や外出を個別に支援し、家族と喫茶店
に出かける入居者もいます。毎月の便
りに日常の生活状態を知らせすること
により関係継続を図っています。

職員が利用者様から「大変だねぇ」
「おつかれ様です」「えらいねぇ」等
と声をかけていただける関係を築ける
ように努めています。難しいこともあ
るかもしれませんが、職員んの理解や
態度次第でいくらでも変わることがあ
るのだと話し合っていきたいです。

ご家族様が無理のない範囲で、本人へ
のケアが参加できるように積極的に声
掛けをし、ケアプランへ組み込み、と
もに支える関係で居られるように努め
ています。

入居前にもご家族様との事前カンファ
レンスを行ったり、来訪時の面談など
によりご家族様が困っていること、不
安なこと、求めていることや考え方な
どを把握するようにし、信頼関係を築
けるように努めています。

日常の生活を送る手伝いを行いなが
ら、ニーズに合わせたケアなどについ
て検討し、必要であれば他サービスの
利用も色々な方面からご紹介させて頂
き、併用できるようにアシストしてい
ます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

日々の声掛けからケアプランの作成に
至るまでの中で、ご本人様の背景を把
握できるよう、ちょっとした会話から
思い出話や大切にしていることや気に
かかっていることなどをご家族様とと
もに考え、アセスメント表により職員
が把握できるように工夫しています。

毎月のミーティングにて各利用者様の
過ごし方や生活リズムについて職員が
共有して把握する工夫を行い、その方
の生活にあった業務やケアの提供方法
などについて検討し、実践していま
す。

実績はありませんが、契約終了の際に
ご相談などあればいつでも受けますと
お伝えし、必要であればフォローや相
談・支援につながる関係を維持したい
と思っています。

ミーティング時や、他日々の業務の中
で適時職員から聞き取りを行い、その
利用者様本位に立ったケアについて、
皆の意見を聞きながらケアマネジメン
トを行っています。

フェイスシートやアセスメントシー
ト、家族とのヒアリングを経て入居後
も今までの生活が途切れないよう支援
に努めています。入居者の意向は、入
浴時や散歩など日常の業務の中で聞き
取ったり、表情から把握してケアマネ
ジメントに反映しています。

認知症のレベルに関係なく、フロアで
一緒に過ごすことができるよう、声掛
けのタイミングや席の配置等への配慮
を心がけています。声をかけて一緒に
作業をしたり、食事の時の会話の間を
取り持つなどして、関係性が維持でき
るように支援しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

往診が可能な先生であるなら馴染みの
方をそのまま受けていただいていま
す。個人で希望するかかりつけ医を選
択できるように声をかけ、またそのた
めの手配や連絡体制などを確立してい
ます。体調不良時などには職員から電
話できるようにするなどしています。

入居前からのかかりつけ医の継続受診
が可能です。協力医に変更する人は、
月２回、内科などの診察を受けていま
す。歯科は個人で定期契約する人もい
ます。日常の健康管理は週１度看護師
が対応し、２４時間オンコール体制で
す。協力医以外の診療科受診は家族対
応です。終末期には訪問看護に来ても
らっています。

個人がどのようなものを望み、また良
いと感じるのか、その方を知る家族の
意見をききながら、またそれにとらわ
れず今の利用者を見ることで、ニーズ
の把握を行い、ケアに取り入れられる
ようにしています。

市事業のおむつ券や理美容券の活用、
また機能訓練や外出を定期的にしたい
という要望からデイサービスの併用を
したり、施設への体操教室の先生を招
いての体操クラブに参加を促すなど介
護サービス以外の地域資源を活用でき
るようにしています。

ご本人とご家族の意見を汲み取り、
ミーティングにて全職員からの意見を
集めた上で、毎月または適時現状の即
したケアの変更や工夫を行っていま
す。

ケアプランの作成にあたっては、家
族、入居者の意向を確認し、毎月ミー
ティングを行い、全職員からの意見を
集約しています。モニタリングに基づ
きカンファレンスを実施しています。
見直しは随時行い、必要により医師、
看護師の意見を反映させています。

毎月のミーティングにて情報の共有を
行い、それを記録し共有できるように
している。実践した内容のほか、ケア
プランに記載されているケアを行い、
その結果などについて記入し、見直し
の際に活用できるようにしている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

急変時用のマニュアルを作成し、職員
へ周知しています。年１回の緊急時研
修や適時ミーティングなどで想定され
うる自体への対応方法などを検討し、
対応できるようにしています。また緊
急時用オンコール先を複数用意し、素
早く判断できるようにしています。

現在マニュアルの改定作業中です。年
２回の避難訓練の他、GH独自の避難訓
練を日中、夜間別に行い、緊急時の対
応方法などについて周知、また必要な
ものや対応方法の検討と訓練を行って
います。

年２回の火災、地震、水害対応の日
中、夜間訓練を実施しています。ビル
５、６階の環境で、避難は踊り場での
待機です。役割分担を決めた防災計画
やマニュアルを作成しています。町内
会との地域防災協定を締結し、備蓄品
は消費期限を記載した一覧表を作成し
て管理しています。

入院先の病院に対して、本人の普段の
状況や特徴などについて細かく情報を
伝え、スムーズな入院中のケアに繋げ
られるようにしています。また退院に
細かなケアの際の出来事などを病院関
係者へ確認し、施設へ戻る際のケアの
違いが出ないようにしています。

終末期に向けた方針について、ご家族
と医師、ケアマネや管理者を交えたカ
ンファレンスを都度行い、本人と家族
にとってより納得できる暮らしができ
るように話し合い、説明し理解してい
ただけるように努めています。

看取り指針を文書化し、入居時に説明
しています。終末期となった場合、主
治医同席でのカンファレンス、ケアプ
ランの変更を経て看取り体制を実施し
しています。また、職員に向け指針に
基づき、経験を踏まえて身体、精神的
ケアなど細部まで丁寧な内容の研修を
年１回実施しています。

週１回の看護師を確保しており、定期
的な健康管理やアドバイス、処置など
をしてもらっています。緊急時の連絡
体制を確保しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

毎月のミーティングにて情報の共有を
確認できている。記入するにあたって
どのような視点で書くべきなのか、ま
たご本人のどういった点を残すのかな
ど都度話し合いを行い共有していま
す。

食の準備の時間短縮を考慮し、食材は
外部の業者に委託しています。介護度
の進む人が多く、昼は調理を簡素化す
る案を試行中です。フリーメニュー日
を作っています。個人的にカップ麺な
どを買う人もいます。全体には寿司や
ピザを提供しています。パン食やみそ
汁への変更もしています。

業務の都合や一日の流れにこだわら
ず、その日の本人のペースを尊重した
対応ができるよう、当日職員間でよく
相談し対応することができていると思
います。また、その対応を優先したこ
とで業務が滞ることは許容できるよう
な雰囲気を作りたいと思っています。

数種類の中から服を選べるように何着
か見せながら声掛けを行い、対応時間
を設けています。また、家族にも相談
し、本人が好きだったものや今の生活
スタイルにあっているものを把握し、
支援できるよう努めています。

支援が必要とする場でも、まずは本人
の尊厳を大切にした声掛けをするよう
努めています。その人個人がどういっ
た事柄を、どういった理由で嫌がった
り求めたりするのかを情報収集ととも
に相談・検討し、ケアに活かせるよう
共有するようにしています。

一人ひとりを知ることを基本に、本人
に決めてもらうよう選択肢を示してい
ます。また、言葉遣いを吟味していま
す。職員は主任を中心に、入居者との
やり取りの内容を詰め、ミーティング
で確定し、ケアに移しています。年１
回プライバシー研修を行っています。

声掛けの際に疑問形にしてどうしたい
のかを問えるように職員へ周知し実施
してもらうようにしています。また、
耳の遠い方へは記入ボードを使用する
などして、意思表示ができるようにし
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

毎日のラジオ体操への取り組み等で、
腸の動きを促すように心がけていま
す。また、水分補給の徹底を行い、便
秘解消につなげています。また、個別
の排泄パターンを把握することで自然
排便ができるように薬などでの調整を
医師を連携して行っています。

入浴を拒否される方に対して、ご本人
の尊厳を大切に下上で気持ちよく愛っ
ていただけるよう、好きな話題や声掛
けに工夫をして、職員がチームとして
協力し対応するように努めています。
また、どうしても拒否がある場合には
無理強いせず適時対応しています。

週２回３人ずつのローテーションで、
できるだけ希望に添うように配慮して
います。浴槽に入れない人にはシャ
ワー浴や足湯の対応をしています。冬
至には柚子湯を楽しんでいます。好み
のシャンプーなどの使用ができます。

毎食後口腔ケアを実施しています。書
く利用者の状態に応じて、訪問歯科の
往診を依頼し、歯間ブラシを使用した
りするなどの個別支援を行っていま
す。あわせて、嚥下状態や義歯の必要
せいなどについて専門的な支援につな
げることができています。

排泄チェック表を使用し、各個人の
ペースを把握しながら、トイレ誘導等
の対応をしています。なるべくトイレ
に座って腹圧をかけられるようにし、
少しでも自立に向けた支援が行えるよ
うに努めています。

自立した３分の１の人へは見守り対
応、他の人は特に排便調整に配慮し、
食事時間、トイレのタイミング、座り
方など細かく観察しています。尿意を
示さない人や歩行困難の人には、さり
気なく、他の人に分からないような声
かけで、１人ひとりのケアに努めてい
ます。

　

提供する食事は栄養士が作成したメ
ニューで栄養とバランスの取れた献立
で、また一人ひとりの摂取量を把握し
適時補給や補食などの支援を行ってい
ます。食事形態を状態に合わせてこま
めに見直しをしながら、医師とも相談
して合わせるようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

お金を持ちたいという希望のある方に
関しては、ご家族様を交えてカンファ
レンスを行い、その対応や管理につい
ての責任、ご本人にとっての精神的な
影響などについても話しあうことにし
ています。現状は所持されている方は
いません。

利用者一人一人に対してい、担当職員
を配置しその方の生活歴や能力を生か
した楽しみごとを探り、日々のレクに
盛り込んで取り組むことができていま
す。またミーティングの際に報告しあ
い、担当職員以外でも取り組めるよう
に情報共有をしています。

ご本人の希望に沿う形を優先しつつ、
ご家族様の理解や状況の把握などをし
ながら、個人個人へ適切な対応が取れ
るように努めています。ご家族様との
ふれあいを優先したり、気分転換程度
に留めるなど、それぞれの希望や目的
を大切にしたいと思っています。

暑さや寒さの厳しい時以外は周辺を１
０～３０分散歩しています。季節の花
を見に、海沿いの道、近くの病院の花
壇を見に、と数コースあります。洋服
を買いたい、駅近くのショップへ行き
たいとう個人の希望にも付き添ってい
ます。数名でファミリーレストランへ
外食に出かけることもあります。

各個人の体調や表情から、生活リズム
を崩さない程度の昼休憩（臥床）の声
掛けを行ったり、日中の活動の妨げや
夜間の睡眠を阻害しないように配慮し
ながら対応しています。

全職員が薬の把握ができるように早見
表を作成している。服用前に計4回の
チェック体制を設け誤薬の防止を図っ
ています。特に処方の変更時に全職員
が適切に把握できるよう、早見表以外
の手段でも周知するようにできていま
す。
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自
己
評
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部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご家族様と相談、協力のうえ、なるべ
く本人が馴染みのある家具や物品を使
用した落ち着ける居室空間を作れるよ
うに努めています。また、ご自分で
作ったものや、職員からのバースデー
カードなどを壁に飾るなどして生活感
を持てるようにしています。

居室出入り口は、各々の花の絵で自室
が分かるようになっています。室内に
は馴染みのものを持ち込み、その人ら
しい雰囲気としています。ブラインド
がある腰高窓からは、街並みや遠くの
海も見えます。毎日、ベッド上のごみ
取りや床まで念入りに掃除し、清潔に
保っています。

トイレや居室などの必要箇所に目印を
つけたり、掲示板を貼って認知しやす
いように工夫をしています。フロアの
端に放棄とちりとりを用意して、思い
立ったときにお掃除など出来ることが
しやすいように工夫をしています。

なるべく明るく見えるようカーテンを
開け外光を取り入れるようにしていま
す。また、季節の飾り付けの他、テレ
ビの音や音楽を流すなどして、楽しく
過ごせるような工夫をしています。

玄関や廊下には、入居者の写真をたく
さん飾り、季節に応じた花やイベント
の壁飾り、天井装飾で雰囲気のある空
間を工夫しています。柔らかいフロア
材で適温に設定した床暖房設置のリビ
ングは、入居者が多くの時間を過ごす
心地よい空間となっています。

フロアと離れた玄関スペースにソファ
を設けるなどの工夫をし、居室ではな
いところで落ち着けるような場所を
作っています。また、フロアのテーブ
ルと座席は利用者様の関係性や生活す
る上でのパターンなどを考慮して随時
変更するなどしています。

ご家族様の希望を確認したのち、極力
本人の希望が叶うよう電話をすること
ができる支援を行っています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 小規模多機能併設グループホーム「和の里」横須賀中央

 ユニット名 さくら

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域密着型サービスであることを念頭
に、実際のケアの中での判断に活かせ
るよう、【地域密着型】であることや
【共同生活介護】であることがどんな
ことなのかということを、ミーティン
グなどで話し合いすり合わせていける
ようにしています。

近所のダンスサークルの定期的な来訪
や、隣接する保育園との交流を季節ご
とに行うなど、地域内での交流を安定
して持てるように働き掛けています。
地域の祭礼の際には施設の駐車場を休
憩所として提供し交流する場としてい
ます。

上記のような接点の際や、地域の方の
見学を幅広く受け入れ、その際に相談
に乗るなど、認知症の方がどのような
支援を必要としているか等を伝えるよ
うにしています。今後は施設側から地
域住人に向けて発信できるようななに
かを検討したいと思っています。

利用者様ご家族への参加打診を行い、
意見を参照することができるようにし
ています。現在はまだ参加実例はあり
ませんが、参加しやすいような発信の
仕方をしながら、地域の方だけでなく
利用者からも意見を貰えるようにしま
たいと思っています。

施設運営に関してや判断に迷った場合
などは市の担当者の方へと相談をする
などして、連携するための関係性を保
持できるようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

毎月のミーティングですべての職員か
らの意見を広い、利用者の尊厳と安全
について考える場を設けてケアに取り
組んでいます。玄関の施錠について身
体拘束適正化委員会にて検討会を行
い、どのような対策を取ることで施錠
しないで済むのか等意見を出し合って
います。

毎月のミーティングにおいて、利用者
様への声掛けの仕方から具体的な支援
方法等、どういった行為が虐待になり
うるのか、虐待と考えられるのはどう
いった判断に基づくのかなどを共有
し、注意を払って目的のケアにつなげ
ています。

成年後見人がついている方などについ
ては、基本管理者やケアマネージャー
が対応しています。利用者様個人の状
況においてどういった範囲で制度を活
用しているのかについては、適時研修
をしたり周知することで職員も把握で
きるようにしています。

入居時に契約書類や重説の読み合わせ
を必ず行い、また疑問点などには随時
お答えするようにしています。書類の
改定時などには告知を行うとともに、
通常面会時やケアプラン更新時などに
も時間を設け、ご理解いただけるよう
にしています。

ご意見ボックスの設置、並びに運営推
進会議への参加の呼びかけを行ってい
ます。その他、管理者やケアマネによ
るお電話での近況報告や面会時の職員
との会話などを共有することでニーズ
を引き出し、よりよい運営ができるよ
うに意識しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

普段から主任を通して意見や要望を管
理者に繋げたり、ミーティング時や年2
回の面談時などに個別で意見を聞く機
会を設けるなどしています。それらに
より現場において改善された実例もあ
ります。

各職員の仕事に対する向上心や努力に
ついて、主任が把握し意見を広く払い
ながら管理者へ報告しています。管理
者はそれらを把握し、働きやすい環境
になるよう適時設備やシフト、人員配
置などについて検討し、対応や状況に
ついて職員へバックしています。

内部研修の内容を、その時に不足して
いる面であったり、補足したい部分で
あるところを行ったり、外部研修への
提示や管理者が受けてきた内容をまと
め直して内部研修するなど、職員の負
担を考えながら学ぶことができるよう
にしています。

グループホーム協議会における研修会
などに参加し、他施設の状況や実施し
ている内容について知り、取り組めそ
うなものを現場に還元し実施してみる
などしています。

ご本人とお話をする中で出てきた具体
的な言葉について全職員に周知する機
会をミーティングや申し送りノート、
日々の申し送りなどにて設け、より早
く信頼関係を築くことができるように
工夫をしています。
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

入居前にもご家族様との事前カンファ
レンスを行ったり、来訪時の面談など
によりご家族様が困っていること、不
安なこと、求めていることや考え方な
どを把握するようにし、信頼関係を築
けるように努めています。

日常の生活を送る手伝いを行いなが
ら、ニーズに合わせたケアなどについ
て検討し、必要であれば他サービスの
利用も色々な方面からご紹介させて頂
き、併用できるようにアシストしてい
ます。

職員が利用者様から「大変だねぇ」
「おつかれ様です」「えらいねぇ」等
と声をかけていただける関係を築けて
いると思います。管理する立場になら
ないよう、常に平等であるという意識
を持って利用者様と接することができ
るように継続していけるよう努めます

ご家族様が無理のない範囲で、本人へ
のケアが参加できるように積極的に声
掛けをし、ケアプランへ組み込み、と
もに支える関係で居られるように努め
ています。

可能な範囲で、ご家族様に協力を頂
き、馴染みのところへの外出や近隣の
方の面会受け入れなど関係維持のお手
伝いをしています。
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

認知症のレベルに関係なく、フロアで
一緒に過ごすことができるよう、声掛
けのタイミングや席の配置等への配慮
を心がけています。職員が間に入った
り細かなフォローを行うことで、共同
生活が行えるような空間維持に努めて
います。

実績はありませんが、契約終了の際に
ご相談などあればいつでも受けますと
お伝えし、必要であればフォローや相
談・支援につながる関係を維持したい
と思っています。

ミーティング時や、他日々の業務の中
で適時職員から聞き取りを行い、その
利用者様本位に立ったケアについて、
皆の意見を聞きながらケアマネジメン
トを行っています。

日々の声掛けからケアプランの作成に
至るまでの中で、ご本人様の背景を把
握できるよう、ちょっとした会話から
思い出話や大切にしていることや気に
かかっていることなどをご家族様とと
もに考え、アセスメント表により職員
が把握できるように工夫しています。

毎月のミーティングにて各利用者様の
過ごし方や生活リズムについて職員が
共有して把握する工夫を行い、その方
の生活にあった業務やケアの提供方法
などについて検討し、実践していま
す。
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

ご本人とご家族の意見を汲み取り、
ミーティングにて全職員からの意見を
集めた上で、毎月または適時現状の即
したケアの変更や工夫を行っていま
す。

毎日のケース記録を細かく記入できる
よう工夫を行い、また毎月のミーティ
ングにて情報の共有を確認できてい
る。記入するにあたってどのような視
点で書くべきなのか、またご本人のど
ういった点を残すのかなど都度話し合
いを行い共有しています。

ご本人の要望に合わせて、食事提供の
仕方や種類を工夫したり、実際の業務
の形にとらわれず柔軟に対応できるよ
う心がけています。

市事業のおむつ券や理美容券の活用、
また機能訓練や外出を定期的にしたい
という要望からデイサービスの併用を
したり、施設への体操教室の先生を招
いての体操クラブに参加を促すなど介
護サービス以外の地域資源を活用でき
るようにしています。

往診が可能な先生であるなら馴染みの
方をそのまま受けていただいていま
す。個人で希望するかかりつけ医を選
択できるように声をかけ、またそのた
めの手配や連絡体制などを確立してい
ます。体調不良時などには職員から電
話できるようにするなどしています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週１回の看護師を確保しており、定期
的な健康管理やアドバイス、処置など
をしてもらっています。緊急時の連絡
体制を確保しています。また、医師の
指示のもと近隣の訪問看護ステーショ
ンを利用し必要数の看護を受けられる
ようにした実績もあります。

入院先の病院に対して、本人の普段の
状況や特徴などについて細かく情報を
伝え、スムーズな入院中のケアに繋げ
られるようにしています。また退院に
細かなケアの際の出来事などを病院関
係者へ確認し、施設へ戻る際のケアの
違いが出ないようにしています。

終末期に向けた方針について、ご家族
と医師、ケアマネや管理者を交えたカ
ンファレンスを都度行い、本人と家族
にとってより納得できる暮らしができ
るように話し合い、説明し理解してい
ただけるように努めています。

急変時用のマニュアルを作成し、職員
へ周知しています。年１回の緊急時研
修や適時ミーティングなどで想定され
うる自体への対応方法などを検討し、
対応できるようにしています。また緊
急時用オンコール先を複数用意し、素
早く判断できるようにしています。

現在マニュアルの改定作業中です。年
２回の避難訓練の他、GH独自の避難訓
練を日中、夜間別に行い、緊急時の対
応方法などについて周知、また必要な
ものや対応方法の検討と訓練を行って
います。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

支援が必要とする場でも、まずは本人
の尊厳を大切にした声掛けをするよう
努めています。その人個人がどういっ
た事柄を、どういった理由で嫌がった
り求めたりするのかを情報収集ととも
に相談・検討し、ケアに活かせるよう
共有するようにしています。

毎日利用者の細かな様子観察を行い、
ささやかな希望の表出を見逃さないよ
うに情報周知を行えるよう務めていま
す。それにより本人が選択することが
できるような声掛けを行っています。

業務の都合や一日の流れにこだわら
ず、その日の本人のペースを尊重した
対応ができるよう、当日職員間でよく
相談し対応することができていると思
います。また、その対応を優先したこ
とで業務が滞ることは許容できるよう
な雰囲気を作りたいと思っています。

数種類の中から服を選べるように何着
か見せながら声掛けを行い、対応時間
を設けています。また、家族にも相談
し、本人が好きだったものや今の生活
スタイルにあっているものを把握し、
支援できるよう努めています。

毎日のケース記録を細かく記入できる
よう工夫を行い、また毎月のミーティ
ングにて情報の共有を確認できてい
る。記入するにあたってどのような視
点で書くべきなのか、またご本人のど
ういった点を残すのかなど都度話し合
いを行い共有しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

提供する食事は栄養士が作成したメ
ニューで栄養とバランスの取れた献立
で、また一人ひとりの摂取量を把握し
適時補給や補食などの支援を行ってい
ます。食事形態を状態に合わせてこま
めに見直しをしながら、医師とも相談
して合わせるようにしています。

毎食後口腔ケアを実施しています。書
く利用者の状態に応じて、訪問歯科の
往診を依頼し、歯間ブラシを使用した
りするなどの個別支援を行っていま
す。あわせて、嚥下状態や義歯の必要
せいなどについて専門的な支援につな
げることができています。

排泄チェック表を使用し、各個人の
ペースを把握しながら、トイレ誘導等
の対応ができています。おむつについ
ても、トイレを使用するのか、どんな
当て方をする方が不快でないか等職員
間で相談しながら適時ご本人に合わせ
た支援を行うよう努めています。

毎日のラジオ体操への取り組み等で、
腸の動きを促すように心がけていま
す。また、水分補給の徹底を行い、便
秘解消につなげています。また、個別
の排泄パターンを把握することで自然
排便ができるように薬などでの調整を
医師を連携して行っています。

入浴を拒否される方に対して、ご本人
の尊厳を大切に下上で気持ちよく愛っ
ていただけるよう、好きな話題や声掛
けに工夫をして、職員がチームとして
協力し対応するように努めています。
また、どうしても拒否がある場合には
無理強いせず適時対応しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

各個人の体調や表情から、生活リズム
を崩さない程度の昼休憩（臥床）の声
掛けを行ったり、日中の活動の妨げや
夜間の睡眠を阻害しないように配慮し
ながら対応しています。

全職員が薬の把握ができるように早見
表を作成している。服用前に計4回の
チェック体制を設け誤薬の防止を図っ
ています。特に処方の変更時に全職員
が適切に把握できるよう、早見表以外
の手段でも周知するようにできていま
す。

利用者一人一人に対してい、担当職員
を配置しその方の生活歴や能力を生か
した楽しみごとを探り、日々のレクに
盛り込んで取り組むことができていま
す。またミーティングの際に報告しあ
い、担当職員以外でも取り組めるよう
に情報共有をしています。

ご本人の希望に沿う形を優先しつつ、
ご家族様の理解や状況の把握などをし
ながら、個人個人へ適切な対応が取れ
るように努めています。ご家族様との
ふれあいを優先したり、気分転換程度
に留めるなど、それぞれの希望や目的
を大切にしたいと思っています。

お金を持ちたいという希望のある方に
関しては、ご家族様を交えてカンファ
レンスを行い、その対応や管理につい
ての責任、ご本人にとっての精神的な
影響などについても話しあうことにし
ています。現状は所持されている方は
いません。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご家族様の希望を確認したのち、極力
本人の希望が叶うよう電話をすること
ができる支援を行っています。

日中は採光に優れており、明るく木の
材質を多くして暖色を取り入れたフロ
アになっています。そこへ季節ごとに
明るく楽しめるような飾り付けを職員
が、時には利用者様と一緒に行い、居
心地よく過ごせるような工夫を設けて
います。

フロアと離れた玄関スペースにソファ
を設けるなどの工夫をし、居室ではな
いところで落ち着けるような場所を
作っています。また、フロアのテーブ
ルと座席は利用者様の関係性や生活す
る上でのパターンなどを考慮して随時
変更するなどしています。

ご家族様と相談、協力のうえ、なるべ
く本人が馴染みのある家具や物品を使
用した落ち着ける居室空間を作れるよ
うに努めています。また、ご自分が
作ったものを飾ったり、居室入り口に
名前をはることで自分の部屋であると
わかりやすくする工夫をしています。

トイレや居室などの必要箇所に目印を
つけたり、掲示板を貼って認知しやす
いように工夫をしています。廊下を配
下する方が触れるところに危険はもの
は置かず、そういった物があるところ
には施錠し導線を確保するなどして安
全をはかっています。
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